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快晴の空、舞う風船
　９月２４日（日）、三沢市総合社会福祉センターにおいて、
実に４年振りに第１８回社協まつりが開催されました。当
日は天候にも恵まれ、青空の下、たくさんの子どもたちの
笑顔で溢れました。
　コロナ禍のため多くのイベントが中止を余儀なくされて
いましたが、やっとまちに賑わいが戻ってきた、そんなこ
とを感じさせてくれる一日となりました。
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令和５年第３回定例会　概要

令
和
5
年
第
３
回 

定
例
会

20
議
案
が
認
定
・
可
決
・
同
意

健
全
な
財
政
運
営

　
　今
後
に
も
期
待

〇…賛成　×…反対　欠…欠席　退…退出　ー…議長は表決に加わりません。
除…除斥（審議案件と一定の利害関係を有するため審議に参加することができない者）

　

令
和
５
年
三
沢
市
議
会
第
３
回
定

例
会
が
、
９
月
４
日
か
ら
９
月
15
日

ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
は
、
令
和
４
年
度

の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算

の
ほ
か
、
各
事
業
会
計
決
算
や
令
和

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の

議
案
が
上
程
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
日
は
、
４
名
の
議
員
が
市
政
に

対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
、
12
、
13

日
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
の

た
め
、
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

15
日
の
本
会
議
最
終
日
に
は
、
各

委
員
会
か
ら
付
託
議
案
の
審
査
結
果

報
告
が
あ
り
、
同
日
に
本
会
議
に
お

い
て
上
程
さ
れ
た
追
加
議
案
を
含
め

た
全
21
議
案
中
20
議
案
が
原
案
ど
お

り
認
定
・
可
決
・
同
意
さ
れ
閉
会
し

ま
し
た
。

議　　案 結　果
（賛成：反対）
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認定第　１号　　　　　 認定（15：1）ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 欠
認定第　２号～第　８号 認定（16：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
議案第４５号～第５５号 可決（16：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
議案第５６号　　　　　 同意（16：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
請願第　１号　　　　　 否決（1：15）－ × × × × × × × × × × × × × 〇 × × 欠

〇…賛成　×…反対　欠…欠席　退…退出　ー…議長は表決に加わりません。
除…除斥（審議案件と一定の利害関係を有するため審議に参加することができない者）

■議案第５０号　家庭的保育事業等の設置及び運営基
　準を定める条例の一部改正
■議案第５１号　特定教育・保育施設、特定地域型保
　育事業の運営、特定子ども・子育て支援施設等の運
　営基準を定める条例の一部改正
　こども家庭庁設置法施行に伴う所要の改正
■議案第５２号　障がいのある人もない人も幸せに暮
　らせる共生のまちづくり条例の一部改正
　事業者による社会的障壁の除去の実施に係る合理的
　配慮の提供を義務化
■議案第５３号　医師等修学資金貸与条例の一部改正
　医師を確保し医療提供体制の強化を図るため、医療
　技術の習得に必要な修学資金の貸与額等を改める
■議案第５４号　桜町団地外壁等改修工事請負契約締結
　契約方法：一般競争入札
　契約金額：１億 6,478 万円
　契約相手：株式会社小坂工務店
■議案第５５号　財産の取得
　情報提供施設機器の取得
■議案第５６号　人権擁護委員候補者の推薦
　人権擁護委員に石原政人氏を推薦することに同意
■請願第 1 号　「インボイス制度の延期・見直し」に
　関する請願

■認定第１号　一般会計決算
■認定第２号　国民健康保険特別会計決算
■認定第３号　食肉処理センター特別会計決算
■認定第４号　介護保険特別会計決算
■認定第５号　後期高齢者医療特別会計決算
■認定第６号　水道事業会計決算
■認定第７号　下水道事業会計決算
■認定第８号　三沢市立三沢病院事業会計決算
　各会計における令和４年度予算の執行実績の認定
■議案第４５号　一般会計補正予算
■議案第４６号　三沢市立三沢病院事業会計補正予算
　各会計における必要経費の補正
■議案第４７号　印鑑登録及び証明条例の一部改正
　コンビニエンスストア等に設置されている多機能端
　末機での交付が可能となる
■議案第４８号　職員の特殊勤務手当条例の一部改正
　新型コロナウイルス感染症が５類感染症となったこ
　とに伴い、特例について見直しを行う
■議案第４９号　コミュニティ集会施設設置及び管理
　条例の一部改正
　花園町、三川目、織笠地区コミュニティ集会施設の
　位置を改める
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討   論
議員は討論により議案への賛否を表明し、自身の意見への同調を他の議員に求めます。
今定例会では、次の議案について討論が行われました。

賛   成反   対 舩見　昌功　議員奥本　菜保巳　議員

当該決算は、実質収支額が８億円あまりの黒字に
なるなど財政運営状況も健全である。新型コロナ
ウイルスの影響や物価高騰の影響を受けた方々へ
の支援策を実施、市民生活の維持・向上に配慮し
つつ必要性・緊急性を考慮した予算執行がなされ
たものであり、当該決算の認定に賛成する。

地域経済が疲弊している中、コロナ・物価高騰対
策は国・県頼みで対策が不十分であった。また、
学校給食の無償化も実現できておらず、人口減少
対策についても大きな成果を挙げられていない。
事業内容の検証と課題解決への取組が必要であり、
当該決算に対し一部反対する。

堤　喜一郎
① 7 月 31 日～ 8 月 1 日
②岩手県盛岡市・一関市
③スポーツ振興について（盛岡市）
　女性にやさしい職場環境整備事業について・木
　質資源地域循環活用事業について（一関市）

議会改革推進会議
① 8 月 7 日～ 8 月 9 日
②北海道恵庭市・札幌市
③ＩＣＴの活用について（恵庭市）
　議会改革に係る取組について（札幌市）

行政視察報告
西村　盛男、遠藤　泰子、田嶋　孝安
① 10 月 2 日～ 10 月 4 日
②香川県善通寺市・多度津町
③子育て広場くすくすについて・子どもの居場所
　づくり事業について（善通寺市）
　コミュニティ通貨まちのコイン「どっつ」につ
　いて（多度津町）

他自治体の先進事例を学び、市政に活かします

①：日程　②：視察先　③：視察案件

基地対策特別委員会
① 10 月 10 日～ 10 月 12 日
②沖縄防衛局那覇出張所・沖縄県宮古島市
③基地周辺対策及び民生安定事業について（沖縄
　防衛局那覇出張所）
　自衛隊基地及び駐屯地の現況等について（宮古
　島市）

　行政視察報告の詳細（復命書）は、
   順次市 web サイトに掲載しています。

◇認定第１号　
　令和４年度　一般会計決算

◇請願第 1 号
　「インボイス制度の延期・見直しを求める意見書」を採択し国への提出を求める請願

賛   成 奥本　菜保巳　議員

新型コロナウイルスによる経済への打撃や物価高
騰により地方経済が疲弊している中、令和５年
１０月１日からの制度開始は、小規模事業者に大
きな影響を与え、経営を困難にする可能性により、
さらに地域経済の衰退につながる恐れがあるため、
当該請願に対し賛成する。

◀
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
こ
れ
ま

で
免
税
対
象
で
あ
っ
た
小
規
模

事
業
者
が
課
税
対
象
と
な
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る



　

段
階
的
な
学
校
給
食
費
無
償

化
に
つ
い
て
、
当
市
の
現
時
点

で
の
取
組
は
？

　

準
要
保
護
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
給
食
費
の
定
額
補
助
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
所
得
超
過

に
よ
り
準
要
保
護
児
童
・
生
徒

援
助
費
認
定
基
準
に
満
た
な
い

世
帯
に
も
援
助
費
の
支
給
を
続

け
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
よ
り
、
多
子

世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
３

人
以
上
の
小
中
学
生
を
持
つ
世

帯
に
対
し
、
３
人
目
以
降
の
給

食
費
を
全
額
助
成
す
る
制
度
を

新
設
す
る
。

◎：委員長　○：副委員長

◎森　　三　郎　〇下  山　光  義　　久保田　隆二　　舩  見　昌  功
　小比類巻孝幸　　田  嶋　孝  安　　遠  藤　泰  子　　佐々木　卓也
　奥本　菜保巳　　澤  口　正  義　　瀬  崎    雅  弘　　西  村　盛  男
　春  日　洋  子　　小比類巻雅彦　　馬  場　騎  一　　堤　　喜一郎

　令和４年度決算 8 議案については、16 名の議員
による決算審査特別委員会を設置し、審査しました。
主な質疑は次のとおりです。

9 月 12 日開催

決算審査特別委員会

　

市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録

者
数
は
？
ま
た
、
運
用
に
つ
い

て
の
課
題
は
？

　

登
録
者
数
は
１
６
７
２
人

（
９
月
11
日
現
在
）。
登
録
者
数

５
０
０
０
人
が
目
標
で
あ
る
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
対
策
と
し

て
、
市
の
広
報
誌
で
加
入
の
呼

び
か
け
を
行
い
、
転
入
者
に
は

登
録
案
内
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
い
る
。
今
年
の
10
月
で
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設
１
年
を
迎
え
る

た
め
、
登
録
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
利
便
性
の
向
上
に

努
め
る
。
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小
学
校
空
調
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
実
施
状
況
は
？

　

小
中
学
校
12
校
中
空
調
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
９
校
に
設
置

を
す
る
と
い
う
事
業
を
進
め
て

お
り
、
令
和
４
年
度
は
小
学
校

５
校
の
普
通
教
室
及
び
特
別
支

援
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

た
。
今
年
度
は
中
学
校
の
普
通

教
室
及
び
特
別
支
援
教
室
に
設

置
、
令
和
６
年
度
は
こ
の
ほ
か

に
小
中
学
校
の
特
別
教
室
、
職

員
室
、
校
長
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
予
定
。

　

空
調
の
利
用
に
係
る
予
算
上

の
制
限
や
運
用
規
定
等
は
？

　

予
算
に
係
る
利
用
の
制
限
等

は
設
け
て
い
な
い
。

　

常
に
児
童
・
生
徒
の
安
全
を

中
心
に
、
適
度
な
換
気
を
取
り

入
れ
な
が
ら
適
切
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
寄
附

金
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
当
市

の
寄
附
金
額
が
前
年
度
比
減
と

な
っ
て
い
る
原
因
を
ど
う
考
え

る
か
？
ま
た
、
当
該
事
業
は
地

方
自
治
体
の
税
収
増
加
の
効
果

が
あ
る
一
方
、
高
所
得
者
の
節

税
対
策
に
も
な
る
と
の
声
も
あ

る
が
、
当
市
の
当
該
事
業
に
対

す
る
見
解
は
？

　

制
度
の
知
名
度
が
上
が
り
、

全
国
的
に
寄
附
金
額
が
増
加
傾

向
に
は
あ
る
が
、
本
来
の
趣
旨

で
あ
る
被
災
地
域
や
農
水
産
物

が
不
良
な
地
域
を
応
援
す
る
目

的
で
納
税
す
る
方
が
増
え
た
こ

と
と
、
当
市
の
返
礼
品
に
は
期

間
限
定
の
も
の
や
品
切
れ
の
も

の
も
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な

り
づ
ら
い
傾
向
が
あ
る
。

　

当
市
の
寄
附
金
額
増
の
た

め
、
返
礼
品
及
び
登
録
事
業
者

の
増
加
を
目
指
す
。
返
礼
品
に

つ
い
て
は
品
物
に
限
定
せ
ず
、

体
験
型
の
メ
ニ
ュ
ー
も
検
討

し
、
市
の
魅
力
発
信
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
当
該
事
業
に

よ
る
地
元
産
業
の
活
性
化
も
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ポ
ー

ト
業
者
へ
の
委
託
を
含
め
調
査

認
定
第
１
号

　

　
　
　三
沢
市
一
般
会
計
決
算

　

地
域
の
方
々
と
教
育
委
員
会

の
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
学
校

運
営
協
議
会（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て
、
活
動

状
況
は
？

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
活
動
状
況
は
十
分
な
も
の
で

な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は

協
議
会
で
様
々
な
課
題
を
挙
げ

て
い
き
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
今
ま
で
以
上
に
関
わ
っ
て
い

け
る
よ
う
、
地
域
性
も
含
め
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三沢市ふるさと納税寄附金実績
年度 寄附件数 寄附金額

平成 30 年度 714 件 8,580,000 円
令和元年度 1,349 件 14,530,000 円
令和２年度 3,496 件 35,503,000 円
令和３年度 2,184 件 23,898,960 円
令和４年度 1,945 件 21,582,000 円

研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。▲当市における過去５年間のふるさと納

税寄附事業の実績
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Ｑ

Ｑ

Ｑ
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▶▼市の公式ＬＩＮＥでは
市からの様々な情報の受け
取りのほか、道路の不具合
報告をすることもできる。
登録はこちらのＱＲから



議
案
第
45
号

令
和
５
年
度　

　

三
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

本
計
画
は
空
き
店
舗
の
目
立

つ
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
の
た

め
の
も
の
で
は
な
い
の
か
？

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ス
ト

リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
活
躍
に
よ

り
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ト
に
も
注
目

が
集
ま
り
、
環
境
整
備
を
と
い

う
声
が
挙
が
っ
て
い
た
。

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ト
が
で
き
る

場
所
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
賑

わ
い
創
出
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
ほ
か
、
さ
ら

な
る
日
米
交
流
の
可
能
性
も
模

索
し
た
い
。

　

D
Ｘ
推
進
事
業
の
概
要
は
？

　

庁
用
備
品
と
し
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
と
セ
ミ
セ

ル
フ
レ
ジ
を
導
入
し
、
手
続
き

の
際
の
支
払
い
を
現
金
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
ど
ち
ら
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

　

現
在
予
定
し
て
い
る
設
置
箇

所
は
、
市
民
課
、
税
務
課
、
会

計
課
の
窓
口
と
し
て
い
る
。

　

設
備
導
入
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
か
？

　

会
計
の
際
、
職
員
が
手
計
算

で
行
っ
て
い
た
が
、
機
械
に
よ

る
自
動
計
算
と
な
る
こ
と
で
事

務
の
効
率
化
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
近
年
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
普
及
に
伴
い
公
金
の
支

払
い
に
お
い
て
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
対
応
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
要
望
に
も
応
え
ら
れ

る
も
の
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ

◎：委員長　○：副委員長

◎小比類巻雅彦　〇西  村　盛  男　　小比類巻孝幸　　下  山　光  義
　佐々木　卓也　　澤  口　正  義　　馬  場　騎  一　　堤　　喜一郎

　補正予算 2 議案については、８名の議員に
よる予算審査特別委員会を設置し、審査しまし
た。主な質疑は次のとおりです。

9 月 13 日開催

予算審査特別委員会

議
案
第
47
号

印
鑑
登
録
及
び
証
明
に

　
　関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　印
鑑
登
録
証
明
書
以
外
に
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
発

行
で
き
る
書
類
は
？

　住
民
票
も
発
行
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
税
関
係
の
証
明
書
の

発
行
の
可
否
に
つ
い
て
は
現
在

検
討
中
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

で
書
類
を
発
行
す
る
場
合
の
手

数
料
は
窓
口
と
同
額
の
３
０
０

円
だ
が
、
委
託
事
業
者
へ
の
手

数
料
は
？

　

コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
へ
委
託

◎瀬  崎    雅  弘　〇奥本　菜保巳　　久保田　隆二　　舩  見　昌  功
　田  嶋　孝  安　　遠  藤　泰  子　　春  日　洋  子　　森　　三　郎

　条例等 9 議案については、8 名の議員による
条例等審査特別委員会を設置し、審査しました。
主な質疑は次のとおりです。

9 月 13 日開催

条例等審査特別委員会
◎：委員長　○：副委員長
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ＱＡ

ＡＱ

手
数
料
と
し
て
１
通
あ
た
り

１
８
０
円
、
Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ
Ｓ
（
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
）
へ
証
明
発
行
機
能
利
用
料

と
し
て
１
通
あ
た
り
１
８
０
円

を
支
払
っ
て
い
る
。

議
案
第
53
号

医
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　一
部
改
正

　当
該
制
度
の
利
用
実
績
は
？

　制
度
開
始
か
ら
現
在
に
い
た

る
ま
で
計
４
名
が
当
該
制
度
を

利
用
し
た
。
利
用
者
は
薬
学
部

と
看
護
学
科
の
学
生
で
あ
り
、

医
師
の
利
用
実
績
は
な
い
。

　

医
師
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
医
師
確
保
に
つ
い
て

の
当
市
の
見
解
は
？

　

医
師
の
修
学
資
金
に
つ
い
て

て
は
県
の
医
師
修
学
資
金
制
度

も
活
用
で
き
る
。

　

医
師
確
保
の
た
め
、
ま
ず
は

県
内
の
医
師
総
数
を
増
や
す
こ

と
を
第
一
に
考
え
、
そ
の
上
で

当
院
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
。　

区分 順位 都道府県 医師偏在指標

医師

多数

1 東京都 332.8

2 京都府 314.4

医師

少数

45 青森県 173.6

46 岩手県 172.7

47 新潟県 172.7

　

市
の
負
担
が
増
え
た
部
分
の

回
収
方
法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
？

　

窓
口
で
の
発
行
手
続
き
業
務

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
員

を
他
の
業
務
に
充
て
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
人

件
費
の
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
証
明

書
等
の
発
行
の
た
め
に
直
接
来

庁
す
る
必
要
が
な
く
な
る
こ
と

で
、
住
民
の
利
便
向
上
に
寄
与

す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

▲青森県医師確保計画（R2.3.30）より
全国的にも本県は医師不足が深刻化

▲スーパー等でも普及
しているセルフレジの
導入で効率化を図る

▼コンビニ交付の開始により、利用者の窓
口での手続きも不要となる

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＡＡＱ

Ａ Ｑ

Ｑ

令和５年第３回定例会　議案審査
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春 日 洋 子 議 員

行
政
問
題

　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
は
？

被
害
者
の
自
立
過
程
に
お
い

て
寄
り
添
い
、
支
援
す
る
こ
と

が
早
期
自
立
に
つ
な
が
る
。
条

例
の
制
定
に
向
け
て
情
報
収
集

と
分
析
に
着
手
し
て
お
り
、
前

向
き
に
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。自

転
車
の
安
全
走
行
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
？

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
の
向

上
の
た
め
、
マ
ッ
ク
テ
レ
ビ
で

の
動
画
放
送
、
交
通
安
全
街
頭

活
動
で
着
用
を
呼
び
か
け
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
周

知
に
努
め
て
き
た
。
さ
ら
に
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
呼
び
か
け

て
ま
い
り
た
い
。

　
﹁
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
﹂
へ
の

支
援
体
制
の
強
化
は
？

青
森
県
に
お
い
て
、
悩
み
や

問
題
等
に
気
軽
に
相
談
す
る
窓

し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る

た
め
の
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

口
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
相
談
窓

口
を
開
設
予
定
で

あ
り
、
市
と
し
て

も
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用

奥 本 菜 保 巳  議 員
　

乗
降
場
所
を
待
ち
合
わ
せ
場

所
と
な
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
設
定
し
直
し
、
実
証
運

行
を
12
月
に
延
期
。
事
業
内
容

は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

の
８
時
台
か
ら
16
時
台
ま
で
、

北
部
・
東
部
地
区
を
経
由
し
て

往
復
７
便
の
運
行
、
料
金
は
、

北
部
５
０
０
円
、
東
部
３
０
０

円
、
ひ
と
り
乗
り
は
、
北
部

１
０
０
０
円
、
東
部
６
０
０
円

を
予
定
し
、
実
証
運
行
の
状
況

を
検
証
し
、
最
終
決
定
す
る
。

福
祉
問
題

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

当
市
の
現
状
は
？

　

今
期
の
被
保
険
者
数
は
、

令
和
５
年
６
月
末
時
点
で

１
万
４
６
１
人
、
要
介
護
認

定
者
数
は
１
５
８
９
人
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は

１
３
３
１
人
、
う
ち
施
設
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
数
２
８
９
人
、
居

住
系
利
用
者
２
１
５
人
、
在
宅

行
政
問
題

公
共
交
通
﹁
デ

マ
ン
ド
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
﹂
導

入
の
事
業
内
容

は
？

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
１
０
４
７

人
で
、
微
増
傾
向
と
な
っ
て
い

る
。来

年
度
の
介
護
保
険
料
は
？

　

現
時
点
で
は
言
及
で
き
る
段

階
に
な
い
。

市
内
の
老
人
施
設
の
光
熱
費

分
の
利
用
者
負
担
の
状
況
と
支

援
策
は
？

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
４
施
設
が

光
熱
費
等
の
値
上
げ
を
実
施
し

て
い
る
が
、
市
と
し
て
の
新
た

な
支
援
策
は
考
え
て
い
な
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
？

　

地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

居
場
所
を
拡
げ
、
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

夏
休
み
・
冬
休
み
中
の
給
食

支
援
が
必
要
で
は
？

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

が
と
れ
る
よ
う
、
他
自
治
体
の

事
例
も
参
考
に
調
査
研
究
し
て

ま
い
り
た
い
。

ＡＡＱ

Ｑ

Ａ ＱＡＱＡＡ ＱＱ

保
育
の
重
大
事
故
防
止
に
つ

い
て
の
見
解
は
？

﹁
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
﹂
の
事

例
集
を
参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
内
に
お
い
て
職
員
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
や
、
安
全
管
理

研
修
等
の
場
で
活
用
す
る
よ
う

促
し
、
重
大
事
故
の
防
止
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

教
育
問
題

　

本
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
推
進
は
？

市
内
小
・
中
学
校
の
学
校
図

書
館
図
書
標
準
は
91
・
７
％
で

あ
り
、
複
数
の
新
聞
を
配
備
し

積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
ま

た
学
校
司
書
を
３
名
配
置
し
て

お
り
、
さ
ら
な
る
拡
充
に
向
け

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

ＡＱ Ａ

Ａ

Ｑ

ＱＱＡ

Ｑ

「ヤングケアラー」とは︖
本来大人が担うと想定さ
れている家事や家族の世
話などを日常的に行って
いる子どものこと。
責任や負担の重さにより、
学業や友人関係に影響が
出ることもあるとされて
いる。
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遠 藤 泰 子 議 員

状
況
を
調
査
す
る
部
署
が
無

い
︒
現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
市
民
目
線
の
効
果
的
な
施

策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
市
の
考
え
は
？

　

物
価
高
騰
に
限
ら
ず
、
ご
意

見
ご
相
談
は
広
報
広
聴
課
で
受

け
、
内
容
に
応
じ
て
各
部
署
へ

取
り
次
ぎ
し
個
別
対
応
し
て
い

る
。
関
係
部
署
が
連
携
し
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市

民
に
寄
り
添
い
丁
寧
な
対
応
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

行
政
問
題

　

物
価
高
騰
が
続

き
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
が
、
当

市
に
は
市
民
生
活

今
年
は
記
録
的
な
高
温
が
続

い
た
が
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
公
共
施
設
が
多
数

あ
る
︒
特
に
集
会
所
に
は
、
市

民
を
守
る
た
め
、
避
難
所
と
し

て
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

機
能
を
持
た
せ
る
べ
き
と
思

う
︒
公
共
施
設
に
エ
ア
コ
ン
設

置
を
進
め
る
考
え
は
？

　

１
２
４
の
屋
内
公
共
施
設
の

う
ち
79
施
設
に
エ
ア
コ
ン
が
設

小 比 類 巻 孝 幸 議 員

行
政
問
題

　

奨
学
金
返
還
義
務
に
対
す
る

支
援
制
度
を
導
入
す
る
考
え

は
？奨

学
金
支
援
制
度
は
奨
学
金

を
活
用
し
て
大
学
へ
進
学
し
た

若
者
た
ち
に
対
す
る
経
済
支
援

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
に

対
す
る
不
安
の
軽
減
効
果
も
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
将
来
的
な
結
婚
や
出
産

に
対
す
る
不
安
の
軽
減
に
つ
な

が
る
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
支
援
制
度

が
当
市
の
実
情
に
合
う
の
か
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

福
祉
問
題

　

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

未
就
学
児
の
現
状
は
？

現
在
、
様
々
な
医
療
的
生
活

援
助
行
為
を
必
要
と
す
る
複
数

名
の
お
子
さ
ん
が
市
内
に
在
住

し
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
医
療
的

ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業
、

医
療
的
ケ
ア
児
在

宅
レ
ス
パ
イ
ト
事

業
に
加
え
、
全
て

の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
更
な
る
支
援
体
制

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

　

医
療
的
ケ
ア
児
の
市
内
保
育

所
等
へ
の
受
け
入
れ
施
策
の
状

況
は
？

人
的
支
援
と
し
て
は
、
各
支

援
体
制
に
つ
い
て
情
報
提
供
を

行
い
、
多
職
種
・
多
機
関
と
の

継
続
し
た
連
携
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。
財
政
的
支
援
で
は
、

看
護
師
等
の
配
置
や
研
修
受
講

支
援
、
施
設
の
改
修
や
設
備
の

整
備
等
に
対
す
る
国
の
補
助
制

度
の
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
各

施
設
に
受
け
入
れ
の
検
討
を
お

願
い
し
て
ま
い
り
た
い
。

ＱＱ

ＱＡ

ＡＡ

医療的ケア児
コーディネー

ター事業

相談に応じ必要なサービス
を総合的に調整、関係機関
へ紹介

医療的ケア児
在宅レスパイ

ト事業

ご家族のレスパイト（休息）
を目的とし、訪問介護療育
日を越える自宅利用や適用
外 の 自 宅 外 で の 訪 問 介 護
サービスを提供する

置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

利
用
状
況
や
老
朽
度
等
を
踏
ま

え
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
向
け

て
検
討
す
る
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
和
式
ト

イ
レ
を
利
用
で
き
な
い
方
が
増

加
し
て
い
る
︒
公
共
施
設
の
洋

式
ト
イ
レ
化
を
進
め
る
べ
き
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
？

　

便
器
数
に
対
す
る
洋
式
ト
イ

レ
率
は
71
％
で
あ
り
、
今
後
も

実
態
把
握
に
努
め
、
順
次
洋
式

化
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

▶
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
も
和
式

ト
イ
レ
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い
る
︒

今
後
の
洋
式
化
に
期
待
し
た
い
︒
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議
会
改
革
推
進
会
議
で
は
去
る
９
月
15
日
に
、
議
会
防
災
訓

練
に
つ
い
て
及
び
三
沢
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
検
証
作
業

等
（
令
和
４
・
５
年
度
分
）
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
議
会
防
災
訓
練
は
本
年
１
月
か
ら
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
に
伴
い
、
実
際
に
参
集
す
る
訓
練
を
行
っ
た
昨
年
度
の
訓

練
と
は
手
法
を
変
え
、発
災
時
に
備
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
議
員
に
対
し
安
否
や
参
集
ま
で
に
要
す
る
時
間
等
に
つ
い
て

の
報
告
を
求
め
る
連
絡
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
て
配
信
し
、
そ
れ
に

対
し
議
長
へ
報
告
す
る
訓
練
を
提
案
し
、
実
際
の
災
害
を
想
定

し
て
事
前
予
告
な
し
で
当
該
訓
練
を
実
施
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
訓
練
で
は
被
災
の
状
況
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し
報
告
す

る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
昨
年
度
よ
り
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
た
形
で
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
検
証
作
業
等
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
各
委
員
が
行
っ

た
本
市
議
会
に
つ
い
て
の
評
価
を
正
副
委
員
長
に
お
い
て
と
り

ま
と
め
、
集
計
し
、
本
推
進
会
議
と
し
て
の
評
価
案
及
び
そ
の

　

本
委
員
会
で
は
、
今
年
度
に
お
け
る
三

沢
基
地
周
辺
対
策
に
関
す
る
８
項
目
の
要

望
事
項
に
つ
い
て
、
７
月
25
、
26
日
に
国

に
対
し
、
要
望
行
動
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　

さ
き
の
騒
音
測
定
の
結
果
に
よ
り
、
第

１
種
区
域
等
の
見
直
し
の
た
め
の
騒
音
度

調
査
等
が
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
国
か
ら
は
、
事
前
の
予
測
で
は
区
域

拡
大
の
傾
向
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の

皆
様
に
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
騒
音
度
調
査
を
進
め
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
や
、
飛
行
訓
練
で
過
度
の
騒
音
が
生
じ

な
い
よ
う
、
米
軍
・
自
衛
隊
双
方
に
引
き

続
き
配
慮
を
求
め
て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
市
民
の
民
生
安
定
・

福
祉
向
上
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
当

該
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
早
期
実
現

に
向
け
、
当
市
と
同
様
に
騒
音
問
題
等
に

苦
し
む
基
地
所
在
自
治
体
と
の
情
報
交
換

な
ど
を
通
し
て
知
識
を
深
め
な
が
ら
、
引

き
続
き
積
極
的
に
委
員
会
活
動
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

議 

会 

改 

革 

推 

進 

会 

議

◎
田　

嶋　

孝　

安　

○
久
保
田　

隆　

二　
　

舩　

見　

昌　

功　
　

小
比
類
巻　

孝
幸　

瀬　

崎　

雅　

弘　
　

春　

日　

洋　

子　
　

堤　
　
　

喜
一
郎　
　

森　
　
　

三　

郎　

移
住
・
定
住
促
進
対
策
特
別
委
員
会

◎
瀬　

崎　

雅　

弘　

○
佐
々
木　

卓　

也　
　

舩　

見　

昌　

功　
　

小
比
類
巻　

孝
幸　

田　

嶋　

孝　

安　
　

奥　

本　

菜
保
巳　
　

澤　

口　

正　

義　
　

堤　
　
　

喜
一
郎　

　

本
委
員
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
新
た
な
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
い
て
及
び
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
施
策
に
つ
い
て
の
３
件
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
し
ま
し

た
。

　

新
た
な
子
育
て
支
援
と
し
て
、
ペ
ア
レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
委

員
か
ら
ペ
ア
レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
参
加
者
を
増
や
す

に
は
講
師
の
増
員
を
図
る
べ
き
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
市
当
局

か
ら
、
今
後
、
保
護
者
支
援
事
業
の
参
加
者
増
加
に
努
め
て
い

く
旨
の
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
企
業
誘
致
の
状
況
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
沢
管
内
の
求

人
・
求
職
状
況
等
と
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
し
、
現
状
と

の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
市
内
の
学
校
を
訪
問
し
て
地
元
企

業
の
魅
力
を
伝
え
る
若
年
者
地
元
定
着
推
進
事
業
を
強
化
し
た

い
と
の
説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
、
当
市
の
誘
致
企
業
を
県

内
の
大
学
生
や
高
校
生
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
等
の
意
見
が
出

さ
れ
、
市
当
局
か
ら
、
引
き
続
き
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
沢
と
連
携

し
て
対
応
す
る
ほ
か
、
今
後
は
事
務
的
職
業
の
求
人
が
見
込
ま

れ
る
業
種
に
企
業
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
案
件
は
、
当
市
の
人
口
維
持
に
際
し
大
変
重
要
で
あ

り
、
当
市
に
暮
ら
す
方
々
に
と
っ
て
も
、
就
業
・
育
児
の
面
か

ら
生
活
環
境
の
向
上
が
期
待
で
き
る
内
容
で
あ
り
、
今
後
に
お

い
て
も
、
随
時
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
市
当

局
に
対
し
積
極
的
に
調
査
・
提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
地
対
策
特
別
委
員
会

◎
小
比
類
巻
雅
彦　

○
西　
村　

盛　
男　
　

久
保
田　
隆　
二

　

遠　
藤　

泰　
子　
　

下　
山　

光　
義　
　

春　
日　

洋　
子

　

馬　
場　

騎　
一　
　

森　
　
　

三　
郎　
　
　
　
　
　
　　
　

評
価
案
に
基
づ
く
令
和
６
・
７

年
度
の
本
市
議
会
行
動
計
画
案

を
作
成
後
、
次
回
の
推
進
会
議

に
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
年
内
に
評
価
結
果
及
び

行
動
計
画
案
を
議
長
へ
提
出

し
、
年
明
け
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
て
公
表
を
目
指
し
て
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

▶
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
市
議
会

に
対
す
る
評
価
作
業
を
行
っ
た
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令和５年第 4 回定例会　
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８　月
 1 日　議会運営委員会
 4 日　広報広聴委員会 / 議会改革推進会議
7-9 日　議会改革推進会議行政視察
18 日　広報広聴委員会 / 埼玉県川越市議会行政視察受入れ
21 日　移住・定住促進対策特別委員会
23 日　姉妹都市友好親善使節団市役所見学（議場見学）
29 日　議会運営委員会

９　月
 4 日　第３回定例会　開会
 7 日　第３回定例会　一般質問
 8 日　総務文教常任委員会
12 日　決算審査特別委員会
13 日　予算審査特別委員会 / 条例等審査特別委員会
15 日　議会運営委員会 / 第３回定例会  閉会
　　　   広報広聴委員会 / 議会改革推進会議
19 日　基地対策特別委員会基地内視察
20 日　三沢市ごみ焼却施設落成式・見学会
25 日　令和５年度三沢市姉妹都市友好親善使節団
　　　   派遣 ( ～ 10/4)

１０　月
2-4 日　かがやき個人研修視察
 5 日　青森県市議会議員研修会
10-12 日　基地対策特別委員会行政視察
11 日　埼玉県鴻巣市議会 新未来こうのす行政視察受入れ
13 日　東京都福生市議会 正和会行政視察受入れ
19 日　議会運営委員会 / 広報広聴委員会

市 議 会 の 動 き
８　月

 5 日　三沢航空科学館開館・開園 20 周年記念式典
11 日　西村盛男議員御母堂　西村ヒロ子氏　通夜
16 日　元市議会議員　故小笠原ヨシ子氏　葬儀
17 日　令和５年度三沢市戦没者追悼式
22 日　ウェナッチバレー姉妹都市友好親善使節団歓
　　　   迎セレモニー・歓迎会
23 日　姉妹都市友好親善使節団市長主催ガーデン　
　　　   パーティー
24 日　三沢まつり前夜祭・祭りばやし競演会
25 日　三沢まつり神事・御神輿渡御・山車合同運行
26 日　三沢国際カーニバルパレード・流し踊り
27 日　ウェナッチバレー姉妹都市友好親善使節団  
　　　   見送り
28 日　令和５年度第１回青森県原子力施設環境放射  
　　　   線等監視評価会議合同会議
30 日　第 31 回青森県民駅伝競走大会三沢市選手団
　　　   結団式

９　月
10 日　三沢基地航空祭記念祝賀会
16 日　三沢市敬老会
21 日　令和５年度三沢市姉妹都市友好親善使節団派
　　　   遣認定証交付式・結団式
23 日　2023 米空軍創立記念晩餐会
24 日　第 18 回社協まつり
25 日　令和５年度三沢市姉妹都市友好親善使節団派
　　　   遣出発式
29 日　令和５年度三沢まつり反省会懇親会

１０　月
3-4 日　全国市議会議長会基地協議会正副会長・監
　　　　事・相談役会・視察
 6 日　岡三沢 4・5 丁目町内会移転部会・岡三沢 6 
　　　   丁目町内会からの陳情
　　　   選挙管理委員会委員・補充員当選証書付与式
 8 日　MISAWA BBQ ジャンボリー 2023
12-13 日　全国市議会議長会基地協議会東北部会役
　　　　　 員会・意見交換会
13 日　第 40 回三沢市老連芸能発表会
　　　   米海軍創立 248 周年記念晩餐会
16-18 日　全国民間空港所在都市議会協議会第 104
　　　　　 回臨時総会

議 長 の 公 務

日 月 火 水 木 金 土
1 1 / 1 9 20 21 22 23 24 25

議会開会の
招集告示

2 6 27 28 29 30 12/1 2

議会運営
委員会

3 4 5 6 7 8 9

議会開会
本会議

（一般質問）

1 0 11 12 13 14 15 16

特別委員会
（予算・条例等）

議会閉会

※ 会期日程は変更になることがあります
▶

議案熟考
　市議会を
　　　傍聴しませんか？
　市議会の会議はどなたでも傍聴することが
できます。
　　ぜひお気軽にお越しください。
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終
わ
り
に

　

三
沢
市
議
会
だ
よ
り
「
き
ず

な
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
定
例
会

で
は
、令
和
４
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算

審
査
、
認
定
な
ど
を
行
い
、
さ

ら
に
補
正
予
算
、
条
例
な
ど
を

審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
発
な

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
内
に
お
い
て
三
沢
基
地
航
空

祭
、
三
沢
市
敬
老
会
、
三
沢
市

ご
み
焼
却
施
設
落
成
式
や
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ

る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
冬
の
季
節
。
皆
様
ど
う

ぞ
お
身
体
ご
自
愛
さ
れ
、
ご
家

族
、
ご
友
人
な
ど
と
笑
顔
で
過

ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

舩 

見 

昌 

功

議 員 の 横 顔
地
域
発
展
の
た
め
に田 

嶋 

孝 

安  

議
員

My Profile
№ 8

繋
が
り
と
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

小 

比 

類 

巻 

孝 

幸  

議
員

大
震
災
を
経
験
し
、
更
に
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
生
活
を

強
い
ら
れ
、
修
学
旅
行
や
卒
園
式
・
卒
業
式
入
学
式
等
、
通

常
経
験
す
る
思
い
出
が
あ
ま
り
な
く
学
校
生
活
を
す
ご
し
て

お
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら
で
も
友
人
た
ち
と

過
ご
し
て
い
っ
て
学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

通
学
に
朝
夕
送
迎
、
部
活
動
の
送
迎
を
し
て
き
た
こ
と
や

事
業
者
と
し
て
の
面
を
持
つ
こ
と
か
ら
も
趣
味
と
い
う
こ
と

に
も
あ
ま
り
興
味
を
も
た
ず
に
す
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
も
手
が
離
れ
、
改
め
て
小
川
原
湖
や
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
三
沢
漁
港
を
中
心
に
大
好
き
な
三
沢
市
で

の
遊
び
を
見
つ
け
地
域
発
展
の
た
め
寄
与
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

「
三
沢
の
た
め
に
生
き
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
議

員
５
年
目
に
な
り
ま
し
た
小
比
類
巻
孝
幸
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
対
話
を
大
切
に
し
た
活
動
を
心
が
け
て
、
市
内
を

駆
け
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
浜
三
沢
地
区
に
あ
る
事
務
所
で
は
定
期
的
に
催
し

を
行
っ
て
お
り
、そ
こ
で
頂
い
た
市
民
の
方
々
の
ご
意
見
を
、

市
政
に
反
映
す
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
も
の
と

し
て
、
約
30
年
間
の
大
学
教
員
の
経
験
と
人
脈
を
活
か
し
、

大
学
教
授
を
三
沢
市
に
招
い
て
、
新
規
事
業
を
考
え
る
若
年

世
代
の
方
々
と
の
事
業
相
談
会
を

行
い
ま
し
た
。
専
門
家
、
企
業
者

の
双
方
と
も
に
刺
激
的
な
体
験
で

あ
っ
た
と
高
評
価
を
頂
き
、
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
様
々
な
分
野
の
方
と
繋
が
る
こ

と
が
で
き
る
活
動
を
広
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
お
話
し
す
る
こ
と
が

私
の
原
動
力
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
す
べ
て
の
世
代

の
市
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
輝

く
三
沢
市
を
創
造
し
て
行
く
た
め

に
走
り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

広 

報 

広 

聴 

委 

員 

会

委  

員  

長   

舩　

見　

昌　

功

副
委
員
長　

澤　

口　

正　

義

委　
　

員　

下　

山　
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義
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菜
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小
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巻　

雅
彦

　

会
派
「
か
が
や
き
」
の

田
嶋
孝
安
で
す
。
議
員
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
８
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
議
員
な

り
た
て
の
頃
で
は
私
の
子

供
達
は
「
小
学
生
と
中
学

生
」
で
し
た
が
、
い
ま
で

は
二
人
と
も
「
大
学
生
」

と
な
り
、
勉
学
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
の
世
代
の

子
供
達
は
３
・
11
東
日
本

▲初詣で獅子を舞う息子たち

▲事業相談会には大学教員３名が参加してくださいました


